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RJC認証の一環として、当社はマネジメントシステムの内部監査を毎年実施しています。その
結果の抜粋を以下に掲載します。

• 当社のサプライチェーン ポリシー：当社のステークホルダーに送付されました。

• RJCの窓口：社内にRJCの窓口が設置されました。

• デューデリジェンス：当社は、毎年、紛争地域および高リスク地域からの鉱物のサプライ
チェーンに関してOECDが定めたリスクベースのデューデリジェンスのための5段階フレーム
ワークに沿って、ステークホルダーのデューデリジェンスを実施しています。特に当社は、
サプライヤーのタイプによっては、紛争地域から調達された原材料をサプライヤー自身が当
社に供給していないという最も合理的な保証を得るために、サプライヤーにアンケートを実
施しています。  
デューデリジェンスの結果が期待にそぐわない場合、当該ステークホルダーに対処するため
の改善プロセスが確立されています。このように、当社のデューデリジェンスの管理計画で
は、特定されたリスクに対応するためのフローチャートが用意されています。 
今年明確になったキーポイントは以下の通りです。

• ロシアへの国際的な制裁が発動されたのを受け、当社は、ダイヤモンドのサプライ
ヤーを注意深く監視してきました

• 当社のジェムストーンのサプライヤーの中には、CAHRA (紛争地域および高リスク地
域) のリスクが高い国からジェムストーンを調達しているサプライヤーがいることを
確認していますが、こうしたサプライヤーは全て、RJCのCOP 2019ベンチマークに
従って認証を受けています。当社は、この点に関してかかるサプライヤーに聞き取
り調査を行い、CAHRAリスクを考慮し、制限することを可能にするOECDの5段階ガ
イドに従ってデューデリジェンスを行っているとの報告を受けています。  

• KYC = Know Your Customer (顧客の本人性確認) 当社はKYCポリシーを策定しました。当社
は毎年これを見直し、可能な限り状況に見合ったものとし、環境の変化を反映させるように
しています。当社は、AML (反マネーロンダリング) ポリシーの監視を強化し、マネーロンダ
リングや詐欺行為に関与している、または違法な組織や紛争の資金調達に参画している個人
や企業をリストアップしています。

• 人権：当社は、社内および当社が関与するステークホルダーに対して人権デューデリジェン
スを実施しています。当社はこのプロセスを毎年見直しています。この点に関しては、今の
ところ当社が注目していることは何もありません。  

• 内部告発への対応：当社は、社内にLVMHホットラインによる内部告発制度を確立し、ステー
クホルダーが匿名で、報復を恐れることなく、職場において起こり得る虐待、人権侵害、汚
職、宝飾品のサプライチェーンに関する懸念を表明できるようにしています。 この目的のた
め、当社は内部告発手順を定め、関係者が利用できるようにしています。この手順書
は、grievances@tagheuer.com 宛てのメールでリクエストすることにより入手することが可能
です。

• 最新のRJC COP認証日：2020年10月26日

• 制度の見直し：この制度は毎年見直され、内部監査で浮き彫りになった重大な問題について
は、ステークホルダーに通知されます。
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